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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも基材繊維、摩擦調整材、結合材を用いてなる摩擦材において、レジンダスト
中に塩基性の窒素化合物と難燃性の無機酸とからなる窒素酸系化合物の１種類以上を含有
し複合化したフリクションダストを配合し、前記窒素酸系化合物が硫酸メラミン、ポリリ
ン酸メラミン又はポリリン酸アンモニウムのうち少なくとも１種を含む、摩擦材。
【請求項２】
　前記の複合化したフリクションダストが塩基性の窒素化合物と難燃性の無機酸とからな
る窒素酸系化合物を５～１５ｖｏｌ％含有することを特徴とする請求項１記載の摩擦材。
【請求項３】
　前記の複合化したフリクションダストの平均粒径が５０～５００μｍであることを特徴
とする請求項１又は請求項２記載の摩擦材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車、産業用車両、鉄道車両等のブレーキパッド、ブレーキライニング、
クラッチフェーシング等に用いられる摩擦材に関し、さらに詳しくは高速での耐摩耗性、
耐フェード性が良く、鳴きの問題に対して良好な摩擦材に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来より、自動車のクラッチフェーシング、ブレーキライニングなどの摩擦材には、耐
熱性、耐摩耗性が要求されると共に、自動車の性能向上により、高速での効き、フェード
及び摩擦特性向上の改善が求められている。従来、効き及びフェード特性については、ア
ブレシブ材等の硬質材料を、摩擦特性については、黒鉛、二硫化モリブデン等の潤滑材を
使うことにより対策が図られてきた。しかし、このような改善方法では、背反する内容の
ためバランスをとることが非常に困難であった。
【０００３】
　従って、各種の特性を満足するために、摩擦材は各種の複合材を配合して製造されるが
、主要な配合材料としては、繊維基材、樹脂結合材、及びこれらの繊維基材と結合材との
マトリックス中に分散して充填される各種の充填材等がある。そして、繊維基材としては
、ガラス繊維などの無機質繊維、アラミド繊維などの有機繊維、スチール繊維などの金属
繊維等が使用され、また、樹脂結合材としては、フェノール系樹脂などの熱硬化性樹脂、
あるいは架橋性ゴムが使用され、更に、充填材としては、硫酸バリウムなどの充填材、固
体潤滑材、摩擦調整材あるいはその他の添加剤等が使用されている。
【０００４】
　例えば、耐摩耗性の向上と高温時の潤滑性維持の為に、結合材の難燃剤として、酸化ア
ンチモンや硫化アンチモン等のアンチモン化合物を含有する摩擦材が提案されている。し
かし、アンチモン化合物は耐摩耗性に効果はあるものの、耐フェード性にはあまり効果が
なく、また、耐摩耗性を更に向上させる為に量を増やすと鳴きが悪化するという問題が生
じている。また、最近では、環境衛生上の配慮から欧米を中心に、アンチモンを使用しな
い摩擦材の開発が望まれてきている。
【０００５】
　「特許文献１」には、難燃剤メラミン、ベンゾグアナミン、アセトグアナミン、エチレ
ンジアミンから選ばれる窒素化合物と、リン酸、ポリリン酸、硫酸、スルファミン酸、ホ
ウ酸、シュウ酸、フタル酸、シアヌル酸から選ばれる酸とからなるアンチモンを含まない
、窒素化合物と酸とからなる窒素を含む窒素酸系化合物である難燃剤を、摩擦材に対して
０．５～２０質量％含有する摩擦材が記載されている。そして、前記難燃剤として具体的
には、硫酸メラミン、ポリリン酸メラミン、ポリリン酸アンモニウム等が記されている。
しかしながら、依然としてフェード特性と耐摩耗性を同時に満足させる摩擦材は見出され
ていない。
【特許文献１】特開２００２－１７３６６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　最近、自動車の高性能化、長期保証化に伴い、自動車用のクラッチフェーシングなどの
摩擦材には、軽負荷、中負荷から高負荷に至るまで幅広い条件で適合でき、しかも長寿命
であることが強く望まれている。
　しかし、「特許文献１」に記載されているような窒素化合物と酸とからなる窒素を含む
窒素酸系化合物である難燃剤をレジンダストを含めた他の配合材料と混合して摩擦材を成
形すると、軽負荷、中負荷域での摩擦特性の安定性、及び耐摩耗性には優れているものの
、高負荷域では、レジンダスト自体の耐熱性の不足により、摩擦係数μが低下し、また耐
摩耗性も悪化するという問題があった。
　従って、本発明の課題はレジンダストの耐熱性を上げることによって、高負荷域におい
ても安定したフェード特性と耐摩耗性を満足し、環境汚染のない摩擦材を提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　あらかじめレジンダストと塩基性の窒素化合物と難燃性の無機酸からなる窒素酸系化合
物とをよく混合して、例えば前記窒素酸系化合物をレジンダストでコーティングさせるこ
とにより、前記窒素酸系化合物をレジンダスト中に含有させてフリクションダストとした
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後、他の配合材料に添加して摩擦材を成形することで、フェード特性と耐摩耗性が両立す
る摩擦材を提供することができた。
　本発明は、下記の手段によって上記の課題を解決した
（１）少なくとも基材繊維、摩擦調整材、結合材を用いてなる摩擦材において、レジンダ
スト中に塩基性の窒素化合物と難燃性の無機酸とからなる窒素酸系化合物の１種類以上を
含有し複合化したフリクションダストを配合し、前記窒素酸系化合物が硫酸メラミン、ポ
リリン酸メラミン又はポリリン酸アンモニウムのうち少なくとも１種を含む、摩擦材。
（２）前記の複合化したフリクションダストが塩基性の窒素化合物と難燃性の無機酸とか
らなる窒素酸系化合物を５～１５ｖｏｌ％含有することを特徴とする前記（１）記載の摩
擦材。
（３）前記の複合化したフリクションダストの平均粒径が５０～５００μｍであることを
特徴とする前記（１）又は（２）記載の摩擦材。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の摩擦材は、レジンダストを難燃性組成物と複合化することにより複合化したフ
リクションダストを用いることにより、摩擦材の難燃効果を維持し、有機材料の劣化を抑
制することができ、高負荷時のμと耐摩耗性を両立させることが可能になる。
　また、本発明により、上記背反する特性をほとんど悪化させずに、高速での効き、フェ
ード及び摩擦特性向上の改善を図ることが可能である。さらに強い熱履歴を受けた後でも
強度を有する摩擦材を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下に本発明を詳細に説明する。
　本発明は、カシューダスト、フルフラール変性カシューダスト等のレジンダスト中に塩
基性の窒素化合物と難燃性無機酸を含む窒素酸系化合物の少なくとも一種類以上含有する
複合化フリクションダストを配合したことを特徴とする摩擦材によって達成された。
　本発明で使用される塩基性の窒素化合物と難燃性無機酸を含む窒素酸系化合物において
、原料の塩基性の窒素化合物としては、例えばメラミン、アンモニウム、ベンゾグアナミ
ン、アセトグアナミン、エチレンジアミン、アミノ基が置換したイミダゾール、アミノ基
が置換したトリアゾール等から選択することができ、好ましくはアミノ基を有する窒素化
合物が挙げられる。前記難燃性の無機酸としてはリン酸、ポリリン酸、ピロリン酸、硫酸
、スルファミン酸、ホウ酸、シュウ酸、フタル酸、シアヌル酸等から選ぶことができる。
　具体的な塩基性の窒素化合物と難燃性の無機酸を含む窒素酸系化合物（難燃性組成物の
性質を有する）としては、硫酸メラミン、ポリリン酸メラミン、ポリリン酸アンモニウム
、ピロリン酸メラミン等を挙げることができる。
【００１０】
　ポリリン酸メラミンは、ポリリン酸とメラミンが種々の異なった比率で結合した化合物
である。又、ポリリン酸が部分的に、アンモニア、アミド、エチレンジアミン等の他の含
窒素化合物もしくはアルミニウム、マグネシウム、カルシウム等の金属と結合している場
合も、メラミンと結合している部分が５０％を超える場合はリン酸メラミンと定義するこ
とができる。しかし、通常はポリリン酸メラミンとしての純度の高い化合物を使用するこ
とが好ましい。
　ポリリン酸メラミンとして本発明で用いることができるものとしては、例えば商品名と
してＭＰＰ－Ａ（三和ケミカル社製）、ＰＭＰ－１００（日産化学社製）等を挙げること
ができ、これらは単独もしくは２種以上混合して用いられる。
【００１１】
　ピロリン酸メラミンは、ピロリン酸（リン酸の脱水縮合２量体）とメラミンが種々の異
なった比率で結合した化合物である。又、リン酸メラミンと同様に５０％未満であればア
ンモニア、アミド、エチレンジアミン等の他の含窒素化合物もしくはアルミニウム、マグ
ネシウム、カルシウム等の金属と結合していてもよい。ピロリン酸メラミンとしては、例
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えば、商品名としてプラネロン（登録商標）ＮＰ（三井化学社製）等を用いることができ
る。
【００１２】
　ポリリン酸アンモニウムは、ポリリン酸（リン酸の３量体以上の脱水縮合体）とアンモ
ニアが結合した化合物である。ポリリン酸アンモニウムについてもポリリン酸の縮合度や
、鎖状や環状といった分子の１次構造については特に限定せず用いることができる。また
、リン酸の単位構造１００％がアンモニアと結合せず、部分的に他の残基、例えば、アミ
ド、エチレンジアミン等の含窒素化合物もしくはアルミニウム、マグネシウム、カルシウ
ム等の金属で置換されていてもよい。
　商品名でスミセーフ（登録商標）Ｐ（住友化学社製）、スミセーフ（登録商標）ＰＭ（
住友化学社製）、テラージュ（登録商標）Ｃ６０（チッソ社製）、ノンネンＰＲ－６２（
丸菱油化工業社製）等が市販品として入手可能であり、これらは単独もしくは２種以上混
合して用いることができる。
【００１３】
　レジンダストとしては、カシュー系ダスト（変性カシュー樹脂を含む）、天然ゴム等の
天然樹脂ダスト、フェノール樹脂系ダスト（変性フェノール樹脂を含む）等を挙げること
ができる。
【００１４】
　本発明のレジンダストと前記窒素酸系化合物により複合化された複合材料（フリクショ
ンダスト）中に含まれる前記窒素酸系化合物の添加量は、体積比で３ｖｏｌ％以上２０ｖ
ｏｌ％未満の範囲であり、フェード特性、コスト面を考慮すると、５ｖｏｌ％以上１５ｖ
ｏｌ％以下が好ましい。前記難燃性組成物の比率が高すぎると加熱・加圧成形時及び熱処
理時に多量のガスが発生して生産性が低下し、逆に低すぎるとフリクションダストの強度
が低下する。又、フリクションダストの粒径は５０μｍ以上５００μｍ以下であることが
混練り作業を容易にするので好ましい。粒径が５０μｍ未満の場合は粉塵が発生しやすく
、５００μｍを超えると偏析が生じやすい。
　本発明で用いられる複合化したフリクションダストは、レジンダストと前記窒素酸系化
合物を１５０～２５０℃で混合攪拌した後、冷却粉砕し調製する。その後、他の部材と共
に配合し摩擦材を成形する。
【００１５】
　本発明に用いられる摩擦材は、基材繊維、結合材、摩擦調整材、充填材等を配合して成
形される。基材繊維としては従来の摩擦材に用いられるものが使用できる。例えば、ロッ
クウール、ガラス繊維、シリケート繊維、アルミナ繊維、カーボン繊維、チタン酸カリウ
ム繊維などの無機繊維、スチール繊維、銅繊維、真鍮繊維、青銅繊維などの金属繊維、麻
、木綿、芳香族ポリアミド繊維、フェノール繊維などの有機繊維を用いることができる。
これらのうち一種又は二種以上を組み合わせて使用することができる。基材繊維の使用量
は、通常摩擦材全量に対し、５～５０体積％である。
【００１６】
　結合材としては、例えば、フェノール樹脂、尿素樹脂、メラミン樹脂、エポキシ樹脂ま
たはそれらの変性樹脂等の熱硬化性樹脂等が挙げられる。それらの中でも熱硬化性フェノ
ール樹脂が好ましい。結合材の使用量は、摩擦材全量に対し好ましくは５～２５体積％で
ある。充填材としては、例えば、炭酸カルシウム、硫酸バリウム、水酸化カルシウム、ア
ルミニウム粉、銅粉、黒鉛、二硫化モリブテン、カシューダスト、ゴムダスト、マイカ、
バーミキュライト等が挙げられ、これらの中から選んだ一種又は適宜組み合わせた二種以
上を使用することができる。充填材の使用量は、摩擦材全量に対し好ましくは２０～６０
体積％である。
【００１７】
　本発明の摩擦材は、通常の方法により製造可能であるが、具体的には以下のようにして
製造できる。
　上記の摩擦材の原料をブレンダ等で均一に混合し、得られた粉末状混合物を加熱・加圧
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た金型に移して加熱・加圧してプレッシャプレートと一体成形し、次いでアフターキュア
する）乾式法と、粉末状混合物を溶剤（湿潤剤）の存在下で均一に混合、湿潤化し、この
湿潤混合物を乾燥後、加熱・加圧成形する湿式法とがあり、いずれの方法でも可能である
。
【００１８】
　湿式法において用いる湿潤剤としては特に限定されないが、好ましくは水－アルコール
混合溶媒からなる粘結凝集剤が用いられる。具体的には、上述した配合成分を乾式混合し
ながら、これに水－アルコール混合溶媒からなる粘結凝集剤を添加、混合して粉末状混合
物を湿潤化すると共に粘性を付与して湿潤混合物を調製し、次いでこの湿潤混合物を造粒
して顆粒物を形成し、乾燥して乾燥顆粒物とする。このような混合溶媒を用いることによ
り、乾燥工程での粉塵を避ける目的で予め湿潤混合物を顆粒状に成形した後乾燥を行う工
程を採用しても、造粒時や乾燥中に顆粒物が移動、振動等によって破壊されることがない
。得られた乾燥顆粒物を、プレッシャプレートをセットした金型内で加熱・加圧してプレ
ッシャプレートと一体成形し、更にアフターキュアすることにより摩擦材が得られる。こ
の場合の成形条件としては、公知の条件を採用することができる。
【実施例】
【００１９】
　以下に実施例により本発明をより具体的に説明するが、本発明はこれらに限定されない
。
【００２０】
実施例ａ～ｆ、比較例ｇ～ｊ
（摩擦材の製造）
　最初に、レジンダストの一種であるフルフラール変性カシューダスト中に塩基性の窒素
化合物と難燃性無機酸とからなる窒素酸系化合物をよく混合して含有させた。その後、冷
却、粉砕を行い複合化したフリクションダストを作成した。
　バインダーレジン（結合材樹脂）としてフェノール樹脂、基材としてアラミド繊維、潤
滑材として黒鉛、充填材として硫酸バリウム、炭酸カルシウム、アブレシブ材として酸化
ジルコニウムを用いた摩擦材において、各材料を第３表に示した割合でブレンダで十分に
均一に混合した後、粉末状混合物を予備成形金型に投入し、常温下、圧力約７．２ＭＰａ
で約５秒間加圧し、予備成形物を形成した。次いで、予め表面にフェノール樹脂系接着剤
を塗布したプレシャプレートとともに熱成形金型にセットし、加圧圧力１３ＭＰａ、温度
１６０℃で５分間熱成型した。これをさらに２００℃で５時間熱処理して摩擦材を得た。
【００２１】
　又、摩擦材の性能と作業性に適した複合化フリクションダストの添加量及び粒径を決定
するためには第３表に示す実施例ａの配合処方を基準として、レジンダストと硫酸メラミ
ンの混合比率を変えて反応させ複合化し、冷却・粉砕し粒径の異なった複合化フリクショ
ンダストを調製して、定法により摩擦材の予備試験サンプルを作成した。これらの試料を
以下の各実施例の試料についての摩擦材性能試験と合わせて試験を行った。このうち、複
合化フリクションダストの含有量に対する特性を第１表に示し、複合化フリクションダス
トの平均粒径と配合時の偏析状態、又は粉塵の生じ易さとの関係を第２表に示した。
【００２２】
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【表１】

【００２３】
【表２】

【００２４】
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【表３】

【００２５】
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【表４】

【００２６】
　第１表の結果から分かるように、複合化されたフリクションダストの含有量はフェード
特性、コスト面より５～１５ｖｏｌ％が望ましい。又、フリクションダストの平均粒径は
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偏析、粉塵を考慮すると５０～５００μｍが望ましい。
　第３表は実施例ａ～ｆ及び比較例ｇ～ｊの配合処方を示す。第１表の結果から、１種類
の窒素酸系化合物を使用する場合には複合化フリクションダストの含有量は１０ｖｏｌ％
とし、２種類の窒素酸系化合物を使用する実施例ｄ、ｅ及びｆの場合は、それぞれの複合
化フリクションダストを５ｖｏｌ％ずつ含有させた。平均粒径は１００μｍである。
　第３表に示す各ブレーキ摩擦材について、テストピースによる性能評価を実施し、第４
表に示す結果を得た。
【００２７】
（１）テストピース摩擦試験
　試験条件は、基本的にＪＡＳＯ　Ｃ　４０６に準拠している。相違するところは、１／
５スケールテスターを用い、車両区分がＰ１で，第２効力試験における常温効力試験にお
いては、制動初速度に２００ｋｍ／ｈを追加し、第２フェードリカバリ試験における高温
時効力試験などや、第４再すり合わせ以下の試験をカットした。
　第４表中の「効き」は、ｅ）第２効力試験の２）常温効力試験で、減速度２．９４ｍ／
ｓ２における摩擦係数を示した。「フェードＭｉｎ．μ」は、ｉ）第１フェードリカバリ
試験の２）フェード試験での最低摩擦係数を示した。また、「摩耗」は上記試験終了後の
総摩耗量を表しています。
【００２８】
　試験結果について以下のように評価された。
＜耐フェード性＞　第４表に示すように、複合化したフリクションダストを使用した本発
明の実施例ａ～ｆは、比較例ｇ～ｊと比べて効果があった。
＜耐摩耗性＞　耐摩耗性は、実施例ａ～ｆは顕著な効果が認められた。
＜高速での効き＞　２００ｋｍ／ｈで測定したとき、本発明の摩擦材の効果は明らかであ
る。
【産業上の利用可能性】
【００２９】
　本発明により、環境汚染がなく、フェード特性と耐摩耗性が両立した摩擦材が実用化さ
れた。従って、本発明の摩擦材は、産業機械、鉄道車両、荷物車両、乗用車などに使用さ
れるブレーキパッド、ブレーキライニング、クラッチフェーシング等に特に有用なもので
ある。
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